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****************************************************************************************
イーサーネット ー シリアル変換器

ＬＡＮ－ＣＯＭ 取扱説明書
****************************************************************************************

この度は「ＬＡＮ－ＣＯＭ」をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

ＬＡＮ－ＣＯＭは、内部にラントロニクス社の を使用した、XPort
イーサーネット( )とシリアル( )のプロトコル変換器で、10BASE-T/100BASE-TX RS232C
点字プリンタのほか、シリアル通信機器をネットワークに接続できます。

また、同一ネットワーク上のパソコンに仮想シリアルポート・ドライバを
導入することにより、ネットワーク上のシリアル通信機器を、そのパソコン直接に
接続された機器のように取り扱うことができるようになります。

尚、本書では、点字プリンタに接続する場合に必要なことのみを簡単に説明しています。
ＬＡＮ－ＣＯＭ内部のハードウェアは公開されており、問題解決も容易です。
点字プリンタだけでなく、各種機器にもご利用ください。
詳細は、付属 内のドキュメントやラントロニクス社ディバイスサーバCD-ROM
テクニカルセンターのホームページ( )をhttp://www.tech-center.jp/technical/
ご覧ください。

目次

１．ＬＡＮ－ＣＯＭ接続 ２.........................................................
１－１ イーサーネット
１－２ シリアル
１－３ 電源
１－４ ＬＥＤ

２．ＬＡＮ－ＣＯＭ設定
３２－１ インストールDevice Installer ..................................
３２－２ 設定IP Address .......................................................
５２－３ 通信条件設定 ............................................................

３．パソコン設定 ７....................................................................
３－１ インストールCom Port Redirector
３－２ 設定Com Port Redirector

８４．仕様 ..................................................................................

有限会社 レンテック
Copyright C 2007 LENTEK Corporation( )



- 2/9 -

１．ＬＡＮ－ＣＯＭ接続

１－１ イーサーネット
ＲＪ－４５コネクタが付いたネットワーク・ケーブルを接続します。

ネットワークにはＤＨＣＰサーバが無くても使用できますが、
通常は、ＤＨＣＰサーバがあるネットワークに接続してください。
そして、ＬＡＮ－ＣＯＭのＩＰアドレスは、毎回変化しないように、
本体底面の アドレスで固定することをお勧めします。MAC
固定方法は、ＤＨＣＰサーバにより異なります。
ネットワーク管理者に依頼してください。

１－２ シリアル
シリアル・コネクタは ピン（オス）のＤＴＥ仕様です。D-Sub 9
点字プリンタなど、シリアル機器とはＬＡＮ－ＣＯＭ側が

ピン（メス）のクロスケーブルで接続してください。D-Sub 9

１－３ ＤＣ電源
付属のＤＣ５Ｖ、１ＡのＡＣアダプタを接続してください。

＊ご注意

プラグは、内径2.1mm外径5.5mmセンタープラスです。

このコネクタはＥＩＡＪ極性統一ジャックではありませんので、

他の仕様のＡＣアダプタが接続できる場合があります。

１－４ ＬＥＤ

電源が入るとＲＪ－４５コネクタ上部の左右ＬＥＤが
ＬＡＮ－ＣＯＭの状態を表示します。

左側ＬＥＤ

状態 接続状況LED

消灯 イーサーネットの未接続

橙色点灯 で接続確立10 BASE-T

緑色点灯 で接続確立100 BASE-T

右側ＬＥＤ

状態 通信状況LED

消灯 通信なし

橙色点滅 半２重で通信中

緑色点滅 全２重で通信中
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２．ＬＡＮ－ＣＯＭ設定

２－１ のインストールDevice Installer
ＬＡＮ－ＣＯＭに付属のＣＤ－ＲＯＭから をインストールします。Device Installer
インストールするパソコンは、ＬＡＮ－ＣＯＭと同一ネットワーク上の１台です。
利用する全てのパソコンにインストールする必要はありません。
尚、 がインストールされている必要があります。Microsoft .NET.Framework 1.1
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ内の「アプリケーションの追加と削除」で確認してください。
無い場合は先にインストールしてください。（補足参照）

２－２ 設定IP Address
ＬＡＮ－ＣＯＭは、ネットワークに接続し、電源を入れ、ＲＪ－４５コネクタ左側の
ＬＥＤが橙色または緑色で点灯した状態にしておきます。

() を起動し、1 Device Installer
ボタンを押し、ネットワーク内のSearch

ＬＡＮ－ＣＯＭ（ ）を検索します。XPort

()検出されたＬＡＮ－ＣＯＭ（ ）2 XPort
が表示されます。

・ サーバの場合は、DHCP
自動的に アドレスが設定され、 は となり、黒字で表示されます。IP Status Online
アドレスの変更をしない場合は、 に進みます。IP ２－３通信条件設定
アドレスの変更をする場合は、下記の サーバで無い場合と同様にします。IP DHCP

・ サーバで無い場合は、DHCP
の 機能により、他の機器の アドレスと重複しない のXPort Auto IP IP 169.254.xxx.xxx

アドレスが設定され、一般的に は で、赤字で表示されています。IP Status Unreachable

()設定するＬＡＮ－ＣＯＭ（ ）を3 XPort
選び、 ボタンを押します。Assign IP

() ダイアログが表示されます。4 Assign IP Address

最初の の選択画面では、Assignment Method
とObtain an IP Address Automaticaly

のラジオボタンがAssign a specific IP Address
有りますが、

が のものは をStatus Unreachable IP Address
自動で設定できませんので、

を選び、Assign a specific IP Address
ボタンを押しますNext
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() の画面では、5 IP Settings
欄に設定するアドレスを入力し、IP Address

ボタンを押します。Next

() と は、6 Subnet mask Default gateway
通常はそのままで、 ボタンを押します。Next

() の画面では、7 Assignment
ボタンを押します。Assign

()下のプログレスバーが右端まで進み、8
と表示されたら、Completed successflly

ボタンを押して終了します。Finish

失敗したら、 ボタンで戻り、Back
設定可能な を入力します。IP Address

失敗する場合は、 の指定が不適当IP Address
です。

ボタンを押すと、 のTCP/IP Tutorial TCP/IP
基礎知識が表示されますので、参考にして
ください。

()最後に、設定したＬＡＮ－ＣＯＭ9
（ ）の が となってXPort Status Online
いることを確認します。
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２－３ 通信条件設定

ＬＡＮ－ＣＯＭのシリアル( )ポート側の通信条件を、点字プリンタなど、接続する機器RS232C
と同じになるように、ネットワーク内のパソコンから設定します。

()先ず、 を起動し、1 Device Installer
ボタンを押します。Search

検出されたＬＡＮ－ＣＯＭ（ ）のXPort
が と表示されているのをStatus Online

確認します。

()それをマウスでクリックしてから2
ボタンを押します。Configure

() のダイアログが表示されます。3 Configure Device

最初は タブが選択されていますが、Documentation
ここの と が上記で したときに表示Name Group Search
されます。
プリンタ名やネットワーク名などに、適宜、変更して
してください。

()次に タブを選択します。4 Ports

ＬＡＮ－ＣＯＭのシリアルポートの状態が
欄に表示されます。Settings

そのポートをマウスで選択し、
下の のボタンを押して、Edit Settings
編集ダイアログの のダイアログを表示Port Properties
します。
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() では、シリアルポートに接続した、5 Port Settings
点字プリンタなど、接続する機器と通信条件が同じになる
ように編集します。

尚、 ですが、Flow control
通常は （ソフトウェア・フロー）とします。Xon/Xoff
点字プリンタなど、シリアル機器と接続している
クロスケーブルは、 (ハードウェア・フロー)Hardware
に必要な信号線が結線されていないため、
一般的に利用できません。
点字プリンタなど、機器側の設定も同様に

（ソフトウェア・フロー）にしてください。Xon/Xoff

()次に、 タブを選び、6 Advanced
番号（注１）を入力し、Local Port

を押して終了します。OK

この 番号は仮想ＣＯＭドライバLocal Port
( ）でも使用します。Comm Port Redirector
番号が合致しないと通信できませんので控えておいて
ください。

() のダイアログが消えて、7 Port Properties
のダイアログに戻ります。Configure Device

下部の ボタンを押して設定を確定し、Apply
を押して終了します。OK

()以上で設定は完了です。8

（注１）
番号は、 ～ の範囲で入力できますが、予約されていてLocal Port 1 65535

使ってはいけない番号があります。
説明図では、 の となっておりますが、Default 10001
変更する場合は、 に予約されている ～ を使用してください。XPort 14000 14009

（補足）
は、 では予めインストールされているMicrosoft .NET.Framework 1.1 Windows 2000 / XP

と思いますが、無い場合やバージョンが古い場合は、 を インストールするDevice Installer
ときに「インストールできません」旨の表示がされます。
その場合は、マイクロソフト社のホームページから最新版をダウンロードするか、
付属ＣＤの フォルダ内にある を実行して_NET Framework dotnetfx.exe
インストールしてください。
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３．パソコン設定

３－１ インストールCom Port Redirector

点字プリンタなど、ＬＡＮ－ＣＯＭに接続されたシリアル通信機器を利用するには、
利用する各パソコンに仮想ＣＯＭポート・ソフト をインストールするCom Port Redirector
必要があります。

ＬＡＮ－ＣＯＭに付属のＣＤ－ＲＯＭから をインストールします。Com Port Redirector

３－２ 設定Com Port Redirector

() のショートカット名は、1 Com Port Redirector
となっております。Configuration

Lantronix（スタート － 全てのプログラム －
－ ） を起動し、Redirector Configuration

ダイアログを表示します。RDCfg

() ダイアログ左側の ボタン2 RDCfg Com Setup
を押し、 ダイアログを表示します。Port Setup

仮想ＣＯＭポートに設定可能となって
いるポート番号の前のチェックポックスに
チェックを入れ、 ボタンを押して、OK
ダイアログを閉じます。

ダイアログ上部の 欄にRDCfg Redirect
選択したポート番号が表示されます。

尚、通常は、どの点訳ソフトでも設定できる
ように、 ～ を選びます。Com 1 4

() ダイアログ右側の ボタンを3 RDCfg Add IP
押し、 ダイアログをIP Service Setup
表示します。

にＬＡＮ－ＣＯＭのＩＰアドレス、Host
に またはTCP Port Device Installer

Web Manager Local Portで設定した、
番号を入力し、 を押して、OK
ダイアログを閉じます。




